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(Charles Frederick Warren, 1841～1899年) らによって1884年に創設されたミッションスクー
ルの男子英学校 (Trinity Boys’ School) を源流としており,「自由と愛の精神」としての「キ
リスト教精神」を「建学の精神」とし, そのもとに「世界の市民」を養成することを教育理
念としている。そこでの教育・研究は, 漸進的な「理想の探究｣,「理想への道程」へと, 未








関連づけて 」を立ち上げた (2011年 4 月～2014年 3 月)。かかるプロジェクトの成果と
して, 各自がそれぞれの立場から, 自由に「自由と愛の精神」について論じた書籍,『自由







1) 以下, 脚注をつけていない桃山学院及び桃山学院大学に関する事実は, 次の文献によっている｡













に,「国民社会」が「国際社会」に変更され, 今日の学則第 1章総則第 1 条「キリスト教精
神に基づいて人格を陶冶し, 豊かな教養を体得させ, 深い専門学術を研究, 教授することに





ランシス・フィッシャー (Geoffrey Francis Fisher) の司式により, 開学式が1959年 4 月15日
に挙行されたのである。誠にタイミングが良い。これこそ「神のおぼしめし」と言わざるを
得ない。その後, 1987年のチャペル建設地割式にカンタベリー大司教ロバート・ランシー
(Robert Runcie) が, 2009年の桃山学院125周年, 大学50周年記念式典にカンタベリー大司教

























































































「建学の精神」の具現化には, キャンパス構築などのハードウェア (hardware), その内外
で展開される諸活動を引き出す学部構成やカリキュラムなどを中心とするソフトウェア
(software), そして何よりにも大事な前二者を結合する働きを創り出すヒューマンウェア,
否パーソナルウェア (personal ware) が必要であろう。パーソナルウェアとは, ある意味で
「魂｣, 現代的な言葉ではスピリチュアリティ (spirituality) ないし, スピリチュアル・キャ
ピタル (spiritual capital)13) と言ってよいであろう。それは,「人間生活や社会をより良くす
ること」に係わる理想の構想力, 理念力であり, それに基づいた行動力である。そして, そ
れは, 個人的なものから組織化されたもの, すなわちオーガニゼーショナル・スピリチュア
リティ (organizational spirituality) ないしオーガニゼーショナル・スピリチュアル・キャピ
タル (organizational spiritual capital) へと熟成される必要があろう。
これらの関係をより正確に表現するならば, ハードウェアやソフトウェアは「建学の精神」
を反映する媒体であり, その「反映する働き」がパーソナルウェアである, と言えよう。か
かるパーソナルウェアは, それがコアとなり, すでに述べたように, オーガニゼーショナル・
スピリチュアリティないしオーガニゼーショナル・スピリチュアル・キャピタルへの発展が
期待される。その発展は, ハードウェアとソフトウェアを結び付けるパーソナルウェアの働




プしたものと考えるとよいかもしれない。第 1図にそれを示しておこう。Personal Ware を






13) Cf. Danah Zohar and Ian Marshall, Spiritual Capital, Bloomsbury, 2004. pp. 134.
14) 井通真「三〇〇万人の大学 51 桃山学院大学 伝統のリベラリズムに試練」『朝日ジャーナル』






おそらく正式な最初のチャプレンは, 岡 清三であろう15)。岡は, 八代理事長の要請に応






ソン 在任期間不明」と記されている。ギブソンは, 英国聖公会の SPG派遣宣教師であり, 英語を
担当していた人である。岡は,「桃山学院大学の歴史 (三)“われに従え” 過度期の十五年 」








グヒルが一九六二 (昭和三七) 年に英語教師として着任している。彼は, バーヂニア神学院の出身で,





















起動し, 発展させた。それは, 学院創立100周年, 大学創立25周年記念事業として,「数人の
生徒で発足した学院の今日の発展を見るまでに受けた, 内外および地域からの温かい支援へ
のお礼心から始められた」のである18)。当初, 1985年の夏, それは立教大学ヒューマンリレー
ションキャンプ・イン・ザ・フィリピンに学生 7名, 教員 1名が合流することから始められ
たが, その後インドのキャンプを経て, 1987年よりインドネシア・ワークキャンプとなり,
10名前後から30名弱の学生が, また引率としてチャプレンをはじめ 3名から 6名前後の教職






16) 岡 精三「桃山学院大学の歴史 (三) われに従え 過度期の十五年 ｣。
17) 同上。S･C･Aは, 1996年から活動停止であったが,「建学の精神」への回帰機運の高まりに応じて
2011年から改めて活動を開始し, 2014年現在で18人のメンバーを有している。特筆すべきは,
ACUCA (Association of Christian Universities and Colleges in Asia : アジア・キリスト教大学協会) や
CUAC (Colleges and Universities of the Anglican Communion : 聖公会関係大学連盟) の活動に参加し
ていることである。また, 以下の文献を参考にされたい｡「座談会『大学開校時の S･C･Aの活動』」
『桃山学院年史紀要』第22号, 2003年, 99～118頁。また,「ワークキャンプ」とは, 別の言葉では
｢ボランティア・ワーク」とも言うが, それは「労働奉仕」のことであり,「古くから旧約聖書の中で
も, 仏僧たちの冶水, 灌漑池堀掘削あるいは天理教の『ひのきしん』でも, 自発的奉仕の行動として
行われた」のである。藤間繁義「元理事長主教八代斌助師逝去三十周年記念 八代斌助宗教を偲ぶ」
『桃山学院年史紀要』第20号, 2001年, 4～5 頁, 参照。
18) 藤間繁義「国際協力の懸け橋となることを願って 学生たちとのワークキャンプ四十五年を省み
て ｣, 桃山学院大学インドネシア・ワークキャンプ実行委員会『アジアの人々の協働から学ぶ
桃山学院大学インドネシア・ワークキャンプの歩み 』聖公会出版, 1997年, 42～65頁, 参照。
19) 上掲書, 参照｡『国際ワークキャンプ・インドネシア・20年のあゆみ』(2005年 2 月22日～ 3月 7日
までの第18回「国際ワークキャンプ」に参加した学生が中心となって作成したリーフレット), 2006
年, 参照。
20)『アジアの人々の協働から学ぶ 桃山学院大学インドネシア・ワークキャンプの歩み 』, 13頁。
人は将来に夢や理想を託しながら, 今, 種を蒔き, 苗木を植え, 水や肥料を注ぎ, 幼い
子供たちに教育を施すのであります。それは, 気の遠くなるような長く, たゆまない努
力を注がねばなりません。けれども, 私たち, すでに少しだけ先に人生の渉みをしてき
た者たちは, 後に続く人々を信じつつ, 今, 苗木を植え, 教育に情熱を注ぐのでありま
す。私たち自身がこの目で確かめることのかなわない未来の成果を望みながら。
このような取り組みは, 岡の退任後の松原 栄 (1980年～1995年), 齋藤 壹 (1995年～
2001年), 磯 晴久 (2001年～2009年, 現在学院長), そして現在の松平 功チャプレン
(2009年～) に力強く引き継がれ, パーソナルウェア, スピリチュアル・キャピタルの一つ
を形成している, と言ってよい。今一つ付記しておかなければならないのは, 先にも触れた
が, このようなプロセスのコアとしての役割を果たした藤間繁義の存在である。藤間は開学
2年後の1961年 4 月にキリスト教概論担当者として赴任しているが, 大学の内外で多様な活
動を実践し, とりわけ「自分のもっているすべての時間を使って学生に接することを厭」わ












University に因んで名づけられた1973年 1 月の「聖アンデレ橋｣, その後, 同窓会の援助に
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21) 岩津洋二「献辞」『桃山学院大学キリスト教論集 藤間繁義教授退任記念号』第33号, 1997年 3 月。
22) 滝澤武人「編集後記｣, 上掲書。なお,「座談会 学問・個・信仰 そしてチャペル」(『アンデレ』
第11号, 1980年10月｡) の中で,「自由の雰囲気に溢れる『桃山』はいつまでも残したいね。そいう桃










さらに1983年に教室棟として聖アンデレ館, そして大学創設30周年を記念して1989年 4 月に
文学部を開設することに伴い, その直前の 3月に聖ペテロ館, 1990年 1 月に待望のチャペル
が建てられたのである。しかし, ミッションスクールとしても, 大学としてもさらなる発展
のためには, 登美丘キャンパスのさらなる充実を図らなければならないが, 敷地の拡大にお











ターが置かれている聖トマス館が, さらに大学創設50周年を記念し, キャリアセンター, 国
際センター, 国際交流ホール, 語学教室がある聖ヨハネ館が次々と完成した。
こうして, 我々教職員, 学生にとって, ミッションスクールである桃山学院大学の一員で
あることの自覚を「促し｣, これまで創始者たちの想いとそれを歴史的に継承してきた人々
の想いに心を寄せる機会となる可能性を拓く一つの環境であるハードウェアが形成された。
とりわけ, チャペルの存在は, 極めて重要な意味を持つ。それは, かかるハードウェアのコ
ア, あるいはミッションスクールとしての桃山学院大学という「組織の重心｣ と言うべきも
のであろう。この言葉は, 林 徹が集団や組織における「人間同士の社会関係」形成の「一
連の流れ｣, 例えば「誰が誰とどのように関係を結び, それを継続し, さらにそれを変更し
あるいは解消したか」というような「流れの中心をなす具体的な人物やその考え方のこと」
示すために用意したものである24)。しかし, そのような「人間同士の社会関係」形成は, な






23) 前掲, 岡 精三「桃山学院大学の歴史 (三) われに従え 過度期の十五年 ｣, および「座
談会 学問・個・信仰 そしてチャペル」の藤間繁義の発言, 参照。





ンプ」などの実践を背景とするものと共に, 今一つ MICSと名づけられた UI (University
Identity) 活動があったことを指摘しておきたい。それは, Momoyama Gakuin Daigaku Image
Campaign Staff の頭文字をとったもので, 1986年10月に, 本学の社会的イメージを向上させ
る目的をもって, 企画広報委員会のメンバーと共に, 自発的に参加した教職員ボランティア
によって構成された。当時の学長稲別正晴は, このような新たな教職員の協働に対してと同
時に,「イメージアップは, たんに, 学内外における PRを強化することだけではなく, 今















25) MICSは,「MICS NEWS｣ を第 1 号 (1987年 1 月30日) から最終号の第18号 (1989年 3 月30日) ま
で発行している。MICSは, 聖ペテロ館が竣工され, 念願の文学部開設も適い, そしてチャペルの竣
工の目処が付いた1988年度末に解散することとなった。稲別の ｢MICSに期待する」は ｢MICS NEWS｣
第 1 号に掲載されている。ちなみに, 企画広報委員長として, この活動を牽引した今は亡き岩津洋二
は, 我々の研究プロジェクト「『建学の精神』の哲学的・神学的再考」の最初のメンバーであった。
26) 大学教育改革及び大学審議会, 中央教育審議会等については, ここではこれ以上コメントはしない
が, 以下の拙稿で批判的に検討している。参照されたい。谷口照三「現代社会の問題状況と高等教育
改革への洞察 『世界への愛』とプロセス哲学を視座として 」『総合研究所紀要』(桃山学院大
学) 第40巻第 3号, 2015年 3 月, 135～160頁。谷口照三「大学教育改革と『建学の精神』具現化の方
向性 桃山学院大学の可能性を展望する ｣, 谷口照三, 伊藤潔志, 石川明人編著『自由と愛の
精神 桃山学院大学のチャレンジ 』(桃山学院大学2016年度学術出版助成に応募のため, 2015
年10月30日に総合研究所に提出。審査で承認された後, 2016年秋までに刊行予定)。
27) カリキュラム改革については, 1997年度末のカリキュラム検討委員会準備会報告 (1996年度カリキュ













らない｡「本学の建学の理念にいう『世界の市民』は, いかなる国, 民族, 固有文化にたい

















精神」に基づく教育目標として謳われている「世界市民」( 2 単位) が全学必修科目として,
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1998年度の第 1回から2002年 1 月の第40回カリキュラム検討委員会の議事録および配布資料によって
いる。
28) 1995年 1 月13日付のカリキュラム改革委員会「カリキュラム改革の概要｣。



































発足予定の新カリキュラムについて (案)」(2000年10月 6日) を発表し, その後各教授会及びカリキュ
ラム検討委員会での議論を踏まえ, 連合教授会で全学的に合意された。
31) 第38回カリキュラム検討委員会 (2001年 7 月12日) 配布資料「共通教育科目の履修について｣。
２.「建学の精神」具現化の新たな課題
パーソナルウェアからオーガニゼーショナルウェアへ
過去二回のカリキュラム改革は, ある意味では, 見てきたように, 断続はあるが一つの連

























このことこそ, FD (Faculty Development), UD (University Development) と言わなければ




32) 以下の五つの段落は, 煩雑さを避けるために引用符は付けていないが, 前掲, 谷口照三「大学教育
改革と『建学の精神』具現化の方向性 桃山学院大学の可能性を展望する 」(谷口照三, 伊藤





















ことを, 指摘できよう。学院章は, 学院創設100周年に作られていたのであるが, 公式説明
文はそれまでなかった。それは, わが学院のクリスチャンネームである St. Andrew の象徴







ごとく, 桃山学院大学広報誌『アンデレクロス』に, 当時の村田晴夫学長 (2000年 4 月～
2004年 3 月) が「『世界の市民』に向けて」という副題を付けた「建学の精神」と「教育目
標」に関する一連の論稿を発表したことに, 触れないわけにはいかない33)。その一連の論稿
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33)「現代文明と教養 『世界の市民』に向けて (１)」『アンデレクロス』96号, 2000年10月｡「地
域社会と世界市民のために 『世界の市民』に向けて (２)」『アンデレクロス』98号, 2001年 1
月｡「文明の変貌と転換 『世界の市民』に向けて (３)」『アンデレクロス』102号, 2001年12月｡
「『自由』と『愛』について 『世界の市民』に向けて (４)」『アンデレクロス』104号, 2002年




(第 2 図, 本稿の最後に掲載) が図式化され, 2013年12月に大学評議会にて承認され, 公表










組みいじりは上の課題 [セメスター制導入の検討, カリキュラムの簡素化, 共通科目の運営












5 月｡「『愛』そして『開く』ということについて 『世界の市民』に向けて (５)」『アンデレク
ロス』106号, 2002年10月｡「『自由』と『愛』と『家庭』 『世界の市民』に向けて (６)」『アン
デレクロス』108号, 2003年 2 月｡「『生きられる学問』 『世界の市民』に向けて (７)」『アンデ
レクロス』110号, 2003年 7 月｡「世界の平和そして愛 『世界の市民』に向けて (８)」『アンデ
レクロス』112号, 2003年12月。
34) この点についてのコメントは, 以下の拙稿を参照されたい。前掲, 谷口照三「現代社会の問題状況
と高等教育改革への洞察 『世界への愛』とプロセス哲学を視座として 」『総合研究所紀要』
(桃山学院大学)。前掲, 谷口照三「大学教育改革と『建学の精神』具現化の方向性 桃山学院大学



































局, 1972年, 第二章, 第三章, 参照。ここで説明した「教育のリズムとプロセス」を以下の拙稿で図
示している。谷口照三「現代社会の問題状況と高等教育改革への洞察 『世界への愛』とプロセス
哲学を視座として 」『総合研究所紀要』(桃山学院大学) 第40巻第 3 号, 2015年 3 月, 152頁, 参
照。




的で, 多様な対話や議論が活性化していない, ことに起因する。これから, かかる対話や議
論の活性化を通して,「建学の精神」を解釈し, それを真の「教育理念」まで鍛え上げるこ
とが必要となろう。
筆者は, 微力ながら, その一助となればとの想いで, いくつかの取り組みをしてきた。そ
の最初の試みは, 2000年 7 月19日に開催された桃山学院大学経営学部夏期拡大研修教授会で
の学部長としての報告「Faculty Development の理念 桃山学院大学の建学の精神と教育
理念 」であり, 第二回目の試みがそれを基礎に発展させた, 2005年 6 月 7 日のキリスト
教センターの「チャペルアワー」での「桃山学院大学の建学の精神と教育理念について」と
題した話である。また, それらを下に, 大幅に加筆し, 2006年 3 月に「『世界の市民』パラ
ダイムの可能性 桃山学院大学の『建学の精神』の解釈と応用 」(『キリスト教論集』




(『桃山学院大学キリスト教論集』第49号, 2014年 3 月),「現代社会の問題状況と高等教育改
革への洞察 『世界への愛』とプロセス哲学を視座として 」(『総合研究所紀要』第40
巻第 3 号, 2015年 3 月) がある。そして,『自由と愛の精神 桃山学院大学のチャレンジ













36)「観念の冒険」は, 以下のホワイトヘッドの著作のテーマである。Alfred North Whitehead,







「組織をより良くする構想力, 理念力, 行動力」としての可能性が広がる。これは, 前述し
た「組織の重心」と言っても差し支えなかろう。
しかしながら, 本学においては, そこへと向かうには, 大きな課題が残っている。色々な


























37) アルベール・ジャカール, ユゲット・プラネス著, 吉沢弘之訳『世界を知るためのささやかな哲学』
徳間書店, 1999年, 72頁, 参照。
38) 谷口照三「『生きること』とその意味の探究への一省察 ヴァルネラビリティとサブシディアリ


























かかるコミュニティは, その内容面を表現するならば, インクルーシブ・ソサエティ (in-



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Reconsidering the “Spirit of Foundation”
at Momoyama Gakuin University
Recurring the “Christian Ethos” and Future Challenges
In the world today, global competition between corporations and nations, conflicts between cul-
tures and religions is intensifying. On the other hand, global cooperation on the environmental
problems is expected. “Competition” and “cooperation”: Although they seemed to have the oppo-
site characteristics, they are simultaneously directing the social movement of today. They proba-
bly are essential elements and it is considered that the balance between them figures out the
society and its history. How you grasp or consider the balance is important. It is good to think
about the two considerable patterns. The first pattern has “competition” as its axis, and “coope-
ration” that makes the contribution is required in the pattern. The second pattern has “coope-
ration” as its axis and “competition” that makes contribution is required in the pattern. It is not
a mistake to say that the “competition” that was given meaning by “cooperation” in the latter pat-
tern is the same as “individualization”. It may be better to express “competition within oneself”
rather than that of “among others” (The author calls the latter “horizontal competition” and for-
mer “vertical competition”). It is presumed that effective as well as satisfying “cooperation” is
done in the network that makes use of the difference (individualism) under “the mutual approval
of difference”. The former pattern is not free due to the characteristic of “supremacy” and the lat-
ter has the characteristic of “idealism”. What pattern are we going to select or intend?
This world and social situation becomes the environment that surrounds universities, which is
the higher education institution. Questions and answers may be the most important issue in the
university. For education and research, they would rather select the second pattern making it the
intention would have affinity. For mission schools, those are indispensable. The origin of
Momoyama Gakuin University was Trinity Boy’s School founded in 1884 by Charles Frederick
Warren (18411899), who was a missionary of Anglican Communion, which is a Christian sect
that is in between Catholic and Protestant. And our educational philosophy is to nurture
“citizens of world ” based on “the foundation of the school” which is “the spirit of freedom and
love” as “the christian ethos”. Therefore, education and research presumed the future with pro-
gressive “exploration of ideal” and “path to the ideal”, so they cultivate the responsibility of the
future, and conceptualize and practices it proactively.
What may be necessary to respond to those challenges certainly is to share the understanding
of “the spirit of foundation”, “educational philosophy” and to progress it. For this, progressive
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process formation with various discussions as medium is necessary. By starting this, it will be the
organizational “wisdom”, education and research that is geared toward true “living” is expected
to start. With this overview, we established cooperation research project with a few people.
“Philosophical and Theological Reconsideration of ‘the Christian Ethos of Momoyama Gakuin’:
relating to the meaning of ‘living’ and concept of ‘service’ (April 2011 to March 2013). This pro-
ject has been continuing for the last 2 years in order to publish a book Spirit of Freedom and Love :
Challenge of Momoyama Gakuin University which discusses the “spirit of freedom and love”
freely from the standpoint of each participant. This thesis summarizes the background of the pub-
lishing based on the result of the research activities of this project so far.
